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鶴

に
お
け
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字
法
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往
」
「
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の
訓
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い
て
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高
葉
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け
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「
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中
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葉

の

用

字

|
「
去
来
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憶
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O 

春
日
政
治
博
士
高
葉
集
閥
係

一寸

文
目
録

O 

葉
」
(

一
掛
か
ら
第
三
十
蹴
ま
で
)
綿
目
録

「
高
葉
」
(
第
一
瞬
か
ら

曾名

五
十
競
ま
で
)
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四
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1

附口

紬

O 

特
殊
蝦
名
遣
表
ほ
か

高
葉
歌
人
系

O 

切

(
揮

尼
崎
本
寓
葉

(
京
都
大
感

久
孝
博
士
照
像

O 

津
潟
久
孝
博
士
略
年
譜
・
著
書
目
録
抄

四
五

【訂

2 

(
闘
係
強
数
)

一ニ
O
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五
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14 

四
六
四

二
十
九
暁右

第
四
十
五
暁

二
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2

第
四
十
九
蹴

三
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1

四
八

1

正
】

(記
事
題

(頁
|
段
|
行
)

上

代

関

係

著

書

目

録

五八
|
中

l
1

同

右
忠
八
|
中

l
2

誌上

完
ー
上

l
3

文関
目

日
下
の

直

超

歪
|
下

l
J
a

七
回

葉舗
孝
氏
購
)

'-" 

一一一・九」一/i、
三
四

三
四

2 

(
誤
)

和
歌
・
歌
謡
の
械
設

。

高
菜
時
代
の
和
歌

伊
藤

水
口
達
彦

o 

(
定
)

記
紀
歌
割
問
と官同

業
時
代
の
和
歌

市歌師一第
三ぴ者一
期東不期
伊・佐敏明木.
藤第竹・の下第
l1Q昭防歌 正三
博期庚人お俊期

本
田
義
脊

南
河
内
郡

右
の
ご
と
く
、

集
責
任
者
の
責
に
お
い

て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

羽
曳
野
市

o 



歌

の

一
性
格

名

古

屋

院

加

藤

静

雄

報:

告 ，

集
に
於
け
る
「
可
」
「
感
」
字
の
用
法
熊
本
女
子
大
挙

久

O 
言ト本

皐
合
同
一
顧
問
佐
佐
木
信

マ
士
が
、
蓄

二
日
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
近
代
高

諸
成
の
蔦
葉
考
増
訂
の
方
法
を
め
ぐ
っ
て
宇
部
短
期
大

河

野

頼

人

与
の
基

を
お
か
れ
た
御
一
生
の
偉
業
を
讃
え
つ
つ
、
衷
心
よ
り
哀
悼
の

讃
添
へ
る
助
詞
と

添
へ
ぬ
助
詞

意
を
表
し
ま
す
。

天

理

大

蜂

矢

宜

朗

妹
等
が
り
今
木
の

U~ 

形

大

後

利

雄

O
昭
和
三
十
八
年

(
十
一
月
九
日

1
十
二
日
)

参
曾
者
約
五
十
名
な
が
ら
、
始
終

の
こ
も
っ
た
討

を
伴
な
っ
た
。
引

〔
第
一
日
〕

九
日

(
土
)
午
後
一
時

1
四
時
半

き
、
た
だ
ち
に
曾
場
を
う
っ
し
、
京
都
女
子
大
謬
国
文

研
究
室
ス
タ
ッ
フ

公
開
講
演
曾
(
曾
場

同
志
位
大

尋
異
館
」
幻
蕃
教
室
)

「
あ
れ
を
と
め
」
考

同
志
枇
大
間
学
教
授

土

寛

の
合
同
制
作
に
か
か
る
カ
ラ

l
映

し
た
。
か

よ
う
な
祭

「
字
良
神
枇
夏
季
大
祭
神
事
」
を
観
賞

に
は
容
易
に
め
ぐ
り
あ
え
な
い
と
と
で
も
あ
り
、
き

枕

の

役

割

挙
習
院
大
準
教
授

大

野

膏

わ
め
て
索
重
か
つ
有
意
義
で
あ
っ
た
。
翌
日
の
字
良
一
脚
枇
参
拝
の
折
の
資
と

東

歌

私

見

京
都
大
挙
名
春
教
授

津

潟

久

孝

な
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

博
士
積
年
の

蓄
を
傾
け
ら
れ
て
の
明
快
な
お
話
に
、
二
百
名
ほ
ど
の

r園、

三
・
四
日
〕

衆
カ三

味
深
く
聞
き
入
っ
た
。
な
お
、
終
了
後
、
講
師
諸
先
生
・
研
究
費
表

高
葉
旅
行
(
「
丹
後
半
島

一二
方
五
湖
l
琵

湖
西
岸
」
方
面
。
全
路
パ

者
に
有
志
を
ま
じ
え
て
の
懇
親
曾
(
曾
場

京
都
市
左
京
一同

岡
崎
法
勝
寺
町

ス
使
用
。
参
加
者
四
十
名
。
)

「
白
河
院
」
)

を
催
し
た
。

ζ

れ
に

う
も
の
四
十
七
名
。

十
一
日

(
月
)
園

京
都
騨
東
口
、
午
前
八
時

合
・
出
費

大
枝
山
(
大

〔第
二
日〕

十
日

(
日
)
午
前
九
時
半

1
午
後
四
時

江
の
山
)

亀
岡

部

一
苅
外
宮
(

食
)

宮
津

研
究
笹
表
曾
(

場

同
志
枇
大

ー「

E妻

8
蕃
教
室
)

本
庄
(
字
良
榊
枇
)
|
ψ

天

立
、
午
後
五
時
半
着
(
宿
泊
)

lま

Iま

き
」

大
阪
女
子
大
皐

橋

本

四

郎

十
二
日

(
火
)
天

立
、
午
前
八
時
半
集
合
・
出
費

宮
津

舞

七
五



O
高
集
と
い
ふ
一
つ
の
歌
集
を
研
究
封
象
と
し
た
、
し
か
も
季
刊
の
誌
が
、

既
に
五
十
挽
に
達
し
た
と
い
ふ
事
は
、
舎
員
諸
氏
と
共
に
大
い
に
喜
ん
で
よ
い

事
で
な
い
か
と
思
ひ
ま
す
。
し
か
も
、
一
回
の
献
刊
も
遅
刊
も
な
く
こ
こ
に
至

り
ま
し
た
の
は
、
全
く
編
輯
委
員
諸
君
の
私
を
忘
れ
た
熱
心
な
努
力
に
よ
る
も

の
と
し
て
深
く
感
謝
に
堪
へ
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
と
共
に
ま
た
曾
員
諸

氏
の
1

1
6積
極
的
消
極
的
に
か
か
は
ら
ず
|
|
終
始
か
は
ら
ぬ
御
協
力
御
援
助

の
あ
り
が
た
さ
を
し
み
じ
み
思
は
ず
に
居
れ
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
ど
う
か
今

後
と
も
本
誌
の
局
に
、
ま
す
ま
す
よ
い
業
績
を
寄
せ
ら
れ
る
と
共
に
、
撃
舎
の

開
催
、
見
事
旅
行
そ
の
他
に
つ
い
て
も
、
い
よ
い
よ
御
腹
臓
な
き
御
高
配
を
仰

ぎ
た
く
、

ζ

の
機
曾
に
改
め
て
御
檀
と
共
に
お
願
を
申
上
た
く
存
じ
ま
す
。

(
浬
潟
久
孝
)

O
新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
日
本
開
催
に
よ
っ

て
、
園
際
的
感
覚
・
視
野
の
向
上
・
抜
大
は
期
し
て
待
つ
べ
き
も
の
が
あ
る
と

思
わ
れ
ま
す
。
縮
政
・
皐
術
研
究
に
も
こ
の
感
覚
・
観
野
が
望
ま
れ
ま
す
。
文

化
園
家
と
し
て
立
つ
た
め
に
、
教
育
・

皐
術
研
究
に
謝
し
て
直
接
の
熱
意
を
盛

り
立
て
る
よ
う
、
お
互
の
微
力
を
か
こ
つ
こ
と
な
く
、
諸
方
に
働
き
か
け
よ
う
で

は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
み
な
さ
ま
の
御
健
康
と
御
筆
運
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

O
右
の
津
潟
先
生
の
お
乙
と
ば
ど
お
り
、
本
誌
は
め
で
た
く
誌
齢
五
十
を
算
し

ま
し
た
。
(
編
集
子
も
ζ

乙
に
感
懐
・
謝
意
・
お
願
い
を
申
述
ぶ
べ
き
で
あ
り

ま
す
が
、
先
生
の
お
こ
と
ば
に
悉
く
さ
れ
て
お
り
ま
す
し
、
す
で
に
満
十
二
年

目
の
第
四
十
八
蹴
後
記
に
記
し
ま
し
た
の
で
省
略
い
た
し
ま
す
。)
既
刊
現
の

線
集
が
巻
中
の
「
組
目
録
」
で
す
。
諸
業
績
が
い
か
に
受
容
さ
れ
て
い
る
か
は
、

先

刻

諸

賢

高

承

の

と

こ

ろ

で

あ

り

ま

す

。

乙

れ

的

な

小
漬
(

山

三
万
五
湖
(
萱
食
、
コ
ニ
方
の
海
」
巡
航
)

敦
賀

有
乳
山
(
愛
護
闘
社
〈

錨
「
疋
田
」
北
東
〉
遠
望
)

津

高
島
(
安
曇
・
香
取
・
勝
野
)

一
柳
一
位
(
一
説
、
高
島
の
三
尾
の
勝

野
の
渚
)

圃

尽

浪
(
比
良
・

崎

逢
坂
山

大
津

口
、
午
後
六
時
半
解
散

い
ろ
い
ろ
の
人
の
集
ま
り
な
の
で
、
集
合
・
出
量
が

定
通
り
に
行
か
ぬ
こ

と
、
各
所
に
お
い
て
道
路
改
修
工

を
し
て
い
た
こ
と
等
の
た
め
、
計
査
の

際

を
要
し
た
。
ま
ず
、
第
一
日
に
お
い
て
は
、

い
も
設
け
ぬ
ほ
ど
の

丹
後
半
島
の
伊
根
町

(
字
良
紳
一
粧
が
あ
る
)

に
入
っ
て
か
ら
は
、

ζ
ζ

を
出

る
ま
で
ず
っ
と
、
海
紳
宮
に
あ
る
よ
う
に
、
雨
の
た
だ
中
に
あ
っ
た
せ
い
も

あ
り
、
経
岬
を
経
て
丹
後
半
島
一
周
の
と
と
を
思
い
と
ど
ま
ら
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
。
そ
乙
で
、

二
日
自

に
は
出
設
を
早
め
て
み
た
が
、
白

神
社
で
の

車
輔
貼
検
に
時
間
を
要
し
た
こ
と
、
ま
た
大
津
は
じ
め

所
で
各
方
両
に

路
を
求
め
る
方
々
の
た

め
に
下

の
便
を

っ
た
り
な
ど
し
た
の
で
、
終
着

貼
で
の
解
散
が
預
定
よ
り

く
な
っ
た
。

ほ
ど

.舎

今
秋
の

曾
は
、
松
山
で
十
月
下
旬
の
土
・
日
・
月
に
催
す
議
定
で
す
。
恒
例

の
初
夏
の
一
日
旅
行
と
と
も
に
、

を
次
競
本
欄
で
お
知
ら
せ
い
た
し

そ
の
大

ま
す
。
御

待
い
た
だ
き
、
多
数
御
参
加
の
ほ

い
あ
げ
ま
す
。

ー

編

集

後

記

七
六

を
よ
り



ふ
る
者
の
、
真
面
目
な
一
前
と
協
力
と
に
よ
っ
て
、

此
の
懐
か
し
い
古
典
の
魂
に
ふ
れ
る
こ
と
は
、
私
ど
も
の
生
命
を
崇
め
る
道

で
あ
る
と
共
に
、
常
に
創
造
へ
の
道
に
連
る
所
以
で
も
あ
る
。
」

「
お
互
に
淡
々
た
る
鏑
持
で
語
り
あ
ひ
、
論
じ
あ
ひ
っ
〉
乙
の
道
を
拓
い
て

ゆ
き
た
い
と
思
ふ
。
み
づ
か
ら
を
語
る
矯
に
世
間
業
が
あ
る
の
で
は
な
い
。
首
向

葉
を
明
ら
か
に
す
る
震
の
我
ら
な
の
で
あ
る
。
」

O
わ
れ
わ
れ
闘
係
者
は
、
右
の
趣
旨
に
従
っ
て
事
に
首
っ
て
お
り
ま
す
が
、
と

く
に
年
末
来
相
寄
っ
て
は
、

ζ

れ
に
思
い
を
潜
め
、
間
半
曾
活
動
を
よ
り
清
新
な

も
の
に
す
べ
く
心
が
け
て
お
り
ま
す
。
御
期
待
く
だ
さ
い
。
な
お
、
あ
わ
せ
て
、

ζ

の
う
え
と
も
御
示
教
・
御
寄
稿
の
ほ
ど
い
あ
げ
ま
す
。

「
ひ
と
し
く

葉
t乙

話
に
預
か
り
ま
し
た
。

ζ

こ
に
心
か
ら
申
し
述
べ
ま
す
。

O
今
回
の
皐
合
同
諸
行
事
の
精
算
に
際
し
て
は
、
最
近
の
物
慣
腕
の
は
な
は
だ

し
さ
を
、
む
と
く
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
、
中
央
公
祉
が
例
年
の

ケ
と
く
提
供
さ
れ
た
ポ
ス
タ
ー
が
、
東
京
を
客
車
便
で
護
送
さ
れ
た
ま
ま
、
い

ま
だ
に
行
方
不
明
で
あ
る
こ
と
遺
憾
に
た
え
ま
せ
ん
。
と
こ
に
事
情
を
記
し
、

か
ね
て
、
各
方
面
へ
の
御
案
内
が
行
届
か
な
か
っ
た
乙
と
を
お
わ
び
申
し
あ
げ

ま
す
。
ま
た
、
四
曾
行
事
二
日
目
か
ら
の
参
加
申
込
を
得
な
が
ら
、
圃
錨
鶴
見

の
た
め
、
開
地
直
か
ら
お
い
で
え
な
か
っ
た
方
も
あ
り
ま
し
た
。

も
の
と
す
る
た
め
に
、
着
賞
な
寓
葉
研
究
の
歩
ぞ
進
め
た
い
も
の
で
す
。

O
五
十
蹴
護
刊
に
際
し
て
、
再
び
「
聞
学
曾
費
足
の
僻
」
の
一
部
、
ま
た
、
創
刊

蹴
「
後
記
」
に
見
え
る
浬
先
生
の
お
こ
と
ば
を
♂
し
て
、
反
省
の
資
と
い
た

し
た
く
存
じ
ま
す
。

のO
わ
れ
わ
れ
は
、
か
よ
う
な
故
に
見
舞
わ
れ
る
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
さ

ら
に
、
た
と
え
ば
、
郵
便
物
の
各
一
円
配
達
が
従
来
一
日

二
回
で
あ
っ
た
も
の
が

一
回
に
な
っ
た
と
ζ

ろ
が
あ
っ
た
り
、
速
達
便
が
日
に
一
度
の
普
通
便
と
と
も

に
配
達
さ
れ
る
と
と
が
あ
っ
た
り
で
、
え
ら
く
手
間
ど
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

郵
便
に
頼
る
と
と
ろ
多
大
の
穆
曾
の
諸
事
務
は
、
と
み
に
困
難
を
費
え
て
お
り

ま
す
。

ζ

の
よ
う
な
不
安
・
不
信
を
ぬ
ぐ
い
去
れ
る
の
は
い
つ
で
あ
り
ま
し
ょ

"っか。

動

は

、

さ

き

の

「

に

表

わ

れ

た

も

の

以

外

に

、

十

四

回

の

表
曾
、
十
七
回
の
公
開
演
曾
、
二
十
八
回
の
見
場
旅
行
を
い
た
し
ま

し
た
。
ほ
か
に
、
文
献
の
展
観
・
解
説
を
行
な
い
、
公
開
講
座
を
聞
き
、
各
種

の
聞
書
・
資
料
の
印
行
を
手
が
け
ま
し
た
。
乙
れ
ら
の
成
果
も
、
測
り
知
れ
ぬ

も
の
が
あ
っ
た
と
信
じ
て
い
ま
す
。
す
べ
て
、
曾
員
各
位
・
闘
係
諸
民
の
一
方

な
ら
ぬ
お
力
添
え
の
賜
と
存
じ
お
り
ま
す
。
乙
乙
に
感
謝
を
さ
さ
げ
ま
す
。
な

お
、
新
穆
年
度
教
材
等
と
し
て
「
特
殊
偲
名
遣
表
d

か
」
「
寓
葉
歌
人
系
譜
」
ま
た

在
庫
既
刊
暁
を
御
利
用
の
向
き
は
、
本
部
宛
御
照
曾
く
だ
さ
い
。

O
き
て
、
別
項
「
報
告
」
の
と
お
り
、
三
十
八
年
度
の
感
命
闘
を
無
事
終
え
る
乙

と
が
で
き
ま
し
た
。
曾
場
校
同
志
位
大
感
の
南
波
・
土
橋
南
氏
に
は
無
論
の
こ

と
、
京
都
女
子
大
の
積
千
代
・
中
川
・
福
永
・
清
水
四
民
に
も
格
別
の
お
世

O 

目

研

の
折
の
演
・
震
表
か
ら
四
飽
を
お
寄
せ
い
た
だ
き

潟
・
佐
伯
雨
先
症
に
は
、
格
段
の
御
無
理
を
お
願
い
い
た

あ
わ
せ
て
厚
く
御
盟
申
し
あ
げ
ま
す
。

O
別
項
「
告
」
の
ご
と
く
、
本
年
度
の
菌
葉
皐
舎
は
、
愛
媛
大
撃
の
武
智
雅

一
民
を
中
心
に
種
々
御
護
力
願
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
お
骨
折
に
報
い
る
べ

く
、
各
位
の
参
加
・
費
表
の
御
準
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
(
一
脚
堀
忍
)

O
本
蹴
に
は
、
右
の

ま
し
た
。
ま
た
、

し
ま
し
た
。
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